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一
、
提
案
理
由（
平
成
二
五
年
一
一
月
八
日
・
衆
議
院
国
土
交
通
委

員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

○
太
田
国
務
大
臣　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
交
通
政
策
基
本
法
案

の
提
案
理
由
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
、
国
際
競
争
の
激
化
、
巨
大
災
害
の
発
生
な

ど
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
交
通

政
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
国
土
全
般
に
わ
た
る
状
況
の

変
化
を
見
据
え
つ
つ
、
社
会
資
本
の
整
備
と
密
接
に
連
携
し
な
が
ら
、
長

期
的
な
観
点
で
計
画
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
今
後
の
交
通
政
策
の
基
本
と
な
る
法
案
を
制
定
し
、
交

通
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
て
強
力
に
取
り
組

む
枠
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
法
律
案
は
、
こ
の
よ
う
な
趣
旨
を
踏
ま
え
、
交
通
に
関
す
る
施
策

に
つ
い
て
、基
本
理
念
及
び
そ
の
実
現
を
図
る
た
め
に
基
本
と
な
る
事
項
、

国
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
安
全
対
策
基
本
法
と

相
ま
っ
て
、交
通
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、も
っ

て
国
民
生
活
の
安
定
向
上
及
び
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

次
に
、
こ
の
法
律
案
の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
交
通
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
理
念
を
定
め
、

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。第

二
に
、
政
府
は
、
毎
年
、
国
会
に
、
交
通
の
動
向
及
び
政
府
が
交
通

に
関
し
て
講
じ
た
施
策
に
関
す
る
報
告
等
を
提
出
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

第
三
に
、
政
府
は
、
交
通
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推

進
を
図
る
た
め
、交
通
政
策
基
本
計
画
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
四
に
、
交
通
に
関
す
る
基
本
的
施
策
と
し
て
、
国
及
び
地
方
公
共
団

体
の
施
策
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
案
す
る
理
由
で
す
。

こ
の
法
律
案
が
速
や
か
に
成
立
い
た
し
ま
す
よ
う
、
御
審
議
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
衆
議
院
国
土
交
通
委
員
長
報
告

�

（
平
成
二
五
年
一
一
月
一
五
日
）

○
梶
山
弘
志
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
国
土
交
通
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
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上
げ
ま
す
。

本
案
は
、
交
通
が
国
民
生
活
の
安
定
向
上
等
を
図
る
た
め
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、交
通
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、

基
本
理
念
及
び
そ
の
実
現
を
図
る
の
に
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
、
並
び

に
国
及
び
地
方
公
共
団
体
等
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

交
通
安
全
対
策
基
本
法
と
相
ま
っ
て
、
交
通
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か

つ
計
画
的
に
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、

第
一
に
、
交
通
に
関
す
る
施
策
の
基
本
理
念
と
し
て
、
国
民
等
の
交
通

に
対
す
る
基
本
的
な
需
要
の
充
足
、
交
通
の
機
能
の
確
保
及
び
向
上
、
交

通
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
等
を
定
め
る
こ
と
、

第
二
に
、
政
府
は
、
交
通
政
策
基
本
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
、

第
三
に
、
国
が
講
ず
べ
き
基
本
的
施
策
と
し
て
、
日
常
生
活
等
に
必
要

不
可
欠
な
交
通
手
段
の
確
保
、
高
齢
者
等
の
円
滑
な
移
動
の
確
保
、
国
際

競
争
力
の
強
化
等
を
定
め
る
こ
と

な
ど
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
去
る
十
一
月
七
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
翌
八
日
太
田
国

土
交
通
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
、
十
二
日
参
考
人
か
ら
の

意
見
聴
取
を
行
い
、
十
三
日
質
疑
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

質
疑
終
了
後
、
本
案
に
対
し
、
日
本
共
産
党
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、

趣
旨
説
明
を
聴
取
し
た
後
、原
案
及
び
修
正
案
を
一
括
し
て
討
論
を
行
い
、

採
決
の
結
果
、
修
正
案
は
賛
成
少
数
を
も
っ
て
否
決
さ
れ
、
本
案
は
賛
成

多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
議
決
し
た
次
第
で
あ

り
ま
す
。

な
お
、
本
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
五
年
一
一
月
一
三
日
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
諸
点
に
留
意
し
、
そ
の

運
用
に
つ
い
て
遺
漏
な
き
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一　

交
通
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
交
通
政
策
基
本
法
案

に
基
づ
く｢

交
通
政
策
基
本
計
画
」と
、
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
法
に

基
づ
く｢

社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
」を
車
の
両
輪
と
し
て
取
り
組
み
、

も
っ
て
、
今
後
の
国
土
・
地
域
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
、
中
長
期
を
見

据
え
た
、
新
た
な｢

国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」の
実
現
に
寄
与
す
る

こ
と
。

二　

交
通
に
お
い
て
は
、｢

安
全
の
確
保
」が
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
優
先
す
る

最
も
重
要
か
つ
基
本
的
な
事
項
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
路
交
通
の
安
全

等
陸
上
交
通
の
安
全
、
船
舶
の
保
安
等
海
上
交
通
の
安
全
及
び
航
空
保

安
等
航
空
交
通
の
安
全
の
各
分
野
に
つ
い
て
、
関
係
法
律
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
万
全
を
期
す
こ
と
。
ま
た
、
交
通
に
関
す
る
施
策
の
推

進
に
当
た
っ
て
は
、
交
通
安
全
対
策
基
本
法
そ
の
他
の
交
通
の
安
全
に
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関
す
る
法
律
等
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
施
策
と
十
分
に
連
携
し
、
交
通

の
安
全
の
確
保
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

三　

交
通
に
対
す
る
基
本
的
な
需
要
の
充
足
に
当
た
っ
て
は
、
高
齢
者
、

障
害
者
、
妊
産
婦
を
含
む
国
民
が
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む
に

当
た
り
必
要
な
移
動
、
物
資
の
円
滑
な
流
通
等
の
需
要
を
十
分
に
く
み

と
ら
れ
た
も
の
と
な
る
よ
う
最
大
限
配
慮
す
る
こ
と
。

四　

豊
か
な
国
民
生
活
を
実
現
し
、
我
が
国
経
済
社
会
が
力
強
く
成
長
し

て
い
く
た
め
に
は
、
交
通
の
機
能
の
確
保
及
び
向
上
を
通
じ
た
地
域
格

差
の
是
正
が
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
十
分
に
踏
ま
え
て
交

通
政
策
基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。

五　

交
通
の
機
能
の
確
保
及
び
向
上
に
当
た
っ
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関

す
る
国
内
外
の
情
勢
の
変
化
を
含
む
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
的
確
に

対
応
す
る
こ
と
。

六　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
加
速
度
的
な
進
展
や
、
国
際
競
争
の
激

化
の
中
で
、
地
域
交
通
の
確
保
や
、
国
際
海
上
及
び
国
際
航
空
の
競
争

力
強
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、本
法
の
成
立
を
受
け
、

地
域
交
通
や
港
湾
の
分
野
で
の
個
別
法
の
見
直
し
等
を
含
む
制
度
改
正

に
速
や
か
に
取
り
組
む
こ
と
。

七　

日
常
生
活
等
に
必
要
不
可
欠
な
交
通
手
段
の
確
保
に
当
た
っ
て
は
、

離
島
の
ほ
か
、
豪
雪
地
帯
、
山
村
地
域
、
半
島
地
域
、
過
疎
地
域
と
い
っ

た
地
理
的
、
自
然
的
、
社
会
的
条
件
の
厳
し
い
地
域
に
関
す
る
自
然
的

経
済
的
社
会
的
諸
条
件
に
も
十
分
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

八　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
例
え
ば
全
国
一
律
の

基
準
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
運
用
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
利
用
者
の
目
線
で
の
改
善
に
努

め
る
こ
と
。

九　

運
輸
事
業
そ
の
他
の
交
通
に
関
す
る
事
業
が
健
全
に
発
展
し
、
サ
ー

ビ
ス
が
安
定
し
て
提
供
さ
れ
る
た
め
に
は
、
交
通
に
関
す
る
事
業
に
従

事
す
る
者
の
確
保
並
び
に
こ
れ
ら
の
者
の
労
働
環
境
の
整
備
が
重
要
で

あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
交
通
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
交

通
に
関
す
る
事
業
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
人
材
確
保
や
労
働
環
境
改

善
に
も
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
。

十　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
交
通
へ
の
支
障
の
発
生

及
び
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
老
朽
化
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

交
通
施
設
の
耐
震
化
の
向
上
、
代
替
交
通
手
段
の
整
備
、
避
難
の
た
め

の
移
動
及
び
救
援
の
た
め
の
物
資
の
輸
送
へ
の
配
慮
に
努
め
る
こ
と
。

十
一　

二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
及
び
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
に
向
け
て
、
地
方
を
含
む
日
本
の
津
々
浦
々
ま
で
外
国
人
旅
客
が
入

込
む
国
土
・
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
東
京
の
み
な
ら
ず
、
地
方
部

を
含
む
形
で
の
交
通
手
段
の
充
実
、
移
動
の
円
滑
化
、
観
光
旅
客
の
円

滑
な
往
来
の
促
進
等
を
図
る
と
と
も
に
、
万
が
一
の
大
規
模
災
害
発
生

時
に
お
け
る
交
通
機
能
の
維
持
、
円
滑
な
避
難
の
確
保
等
に
万
全
を
期
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す
る
こ
と
。

十
二　

交
通
に
よ
る
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
を
図
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
や

内
航
海
運
に
よ
る
貨
物
輸
送
へ
の
転
換（
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
）を
よ
り
一

層
推
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
。

十
三　

自
転
車
は
、
国
民
に
と
っ
て
非
常
に
手
軽
で
身
近
な
交
通
手
段
で

あ
る
と
同
時
に
、
地
球
環
境
に
も
大
変
優
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
関
係
各
省
庁
が
連
携
し
て
、
今
後
、
走
行
環
境
の
改
善
な
ど
そ
の

利
用
促
進
に
向
け
た
施
策
と
と
も
に
、
自
転
車
に
よ
る
事
故
の
減
少
を

図
る
た
め
の
施
策
を
総
合
的
に
講
じ
る
こ
と
。

十
四　

交
通
に
関
す
る
国
際
協
力
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
開
発
途

上
地
域
に
対
す
る
人
材
の
派
遣
や
外
国
に
お
い
て
災
害
が
発
生
し
た
場

合
の
交
通
施
設
の
復
旧
等
の
支
援
に
も
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
。

三
、
参
議
院
国
土
交
通
委
員
長
報
告

�

（
平
成
二
五
年
一
一
月
二
七
日
）

○
藤
本
祐
司
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
案
件
に
つ
き
ま
し

て
、
国
土
交
通
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
ず
一
点
目
、
交
通
政
策
基
本
法
案
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
交
通
政
策
基
本
法
案
は
、
交
通
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
基
本

理
念
及
び
そ
の
実
現
を
図
る
の
に
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
、
国
及
び
地

方
公
共
団
体
の
責
務
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
安
全
対
策

基
本
法
と
相
ま
っ
て
、
交
通
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、参
考
人
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
と
と
も
に
、

本
法
案
の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
た
交
通
行
政
の
在
り
方
、
地
域
公
共
交
通

へ
の
国
の
支
援
の
必
要
性
、
交
通
に
お
け
る
大
規
模
災
害
対
策
及
び
安
全

対
策
の
推
進
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
詳
細
は
会
議
録

に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を
代
表

し
て
辰
已
委
員
よ
り
本
法
律
案
に
反
対
す
る
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。採

決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
て
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

�

（
略
）�

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
五
年
一
一
月
二
六
日
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置

を
講
じ
、
そ
の
運
用
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一　

交
通
政
策
基
本
計
画
の
策
定
及
び
そ
の
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
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七
一

は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
交
通
関
連
事
業
者
、
交
通
施
設
管
理
者
、

住
民
そ
の
他
の
関
係
者
に
よ
る
効
果
的
な
相
互
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う

配
慮
す
る
と
と
も
に
、
利
用
者
目
線
に
立
ち
つ
つ
、
国
民
の
意
見
が
反

映
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、｢

社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
」の

内
容
や
そ
の
計
画
期
間
等
と
の
整
合
に
留
意
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
新

た
な｢

国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」の
構
築
に
お
い
て
は
、
本
法
の
基

本
理
念
等
が
い
か
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

二　

交
通
に
お
け
る
安
全
・
安
心
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
道

路
交
通
・
鉄
道
の
安
全
等
陸
上
交
通
の
安
全
、
船
舶
の
保
安
等
海
上
交

通
の
安
全
及
び
航
空
保
安
等
航
空
交
通
の
安
全
の
各
分
野
に
つ
い
て
、

関
係
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
関
係

府
省
庁
の
連
携
に
よ
る
安
全
・
保
安
体
制
の
一
層
の
充
実
等
が
図
ら
れ

る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

三　

運
輸
事
業
そ
の
他
の
交
通
に
関
す
る
事
業
が
健
全
に
発
展
し
、
サ
ー

ビ
ス
が
安
定
し
て
供
給
さ
れ
る
よ
う
、
交
通
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に

当
た
っ
て
は
、
交
通
関
連
事
業
者
及
び
交
通
施
設
管
理
者
に
よ
る
適
切

な
業
務
の
推
進
、
交
通
に
関
す
る
事
業
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
交
通

従
事
者
の
労
働
環
境
の
改
善
及
び
人
材
の
育
成
・
確
保
等
に
つ
い
て
も

十
分
に
配
慮
す
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

四　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害
の
軽
減
及
び
交
通

機
能
の
迅
速
な
回
復
の
た
め
、
交
通
施
設
に
お
け
る
老
朽
化
対
策
及
び

耐
震
化
対
策
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
代
替
交
通
手
段
の
整
備
、
避

難
・
救
援
・
緊
急
輸
送
な
ど
非
常
時
の
移
動
手
段
の
確
保
等
に
万
全
を

期
す
こ
と
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
か
ら
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク

の
解
消
等｢

命
の
道
づ
く
り
」を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
。

五　

今
後
急
速
な
人
口
減
少
・
高
齢
化
の
進
展
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
形
成
な
ど
交
通
と
ま
ち
づ
く
り
の
連
携
を
一
層
推

進
す
る
と
と
も
に
、
離
島
、
過
疎
地
域
、
中
山
間
地
域
、
豪
雪
地
帯
、

半
島
地
域
な
ど
地
理
的
、
自
然
的
、
社
会
的
条
件
の
厳
し
い
地
域
等
に

お
け
る
国
民
の
交
通
に
対
す
る
基
本
的
な
需
要
が
適
切
に
充
足
さ
れ
る

よ
う
、
地
域
公
共
交
通
や
物
流
の
確
保
・
維
持
・
改
善
に
努
め
る
こ
と
。

六　

高
齢
者
、
乳
幼
児
、
障
害
者
、
妊
産
婦
等
の
円
滑
な
移
動
を
可
能

と
す
る
交
通
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
当
た
っ
て
は
、｢

移
動
等
円

滑
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
お
け
る
目
標
年
が
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
及
び
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
年
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
我

が
国
が
よ
り
先
進
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
と
な
る
よ
う
、
そ
の
着
実

な
推
進
を
図
る
こ
と
。

七　

交
通
分
野
に
お
け
る
環
境
負
荷
の
低
減
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
推
進

す
る
た
め
、
低
公
害
車
の
普
及
促
進
、
貨
物
輸
送
に
お
け
る
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
の
推
進
や
ト
ラ
ッ
ク
の
自
営
転
換
、
交
通
に
お
け
る
次
世
代
技

術
の
開
発
等
へ
の
取
組
が
一
層
推
進
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。ま
た
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
そ
の
他
の
技
術
の
開
発
・
活
用
等
に
よ
っ
て
、
交
通
の
利



交
通
政
策
基
本
法

七
二

用
者
利
便
の
向
上
、
交
通
の
効
率
的
な
運
営
に
よ
る
産
業
競
争
力
の
強

化
、
観
光
振
興
等
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

八　

自
転
車
が
、
本
法
に
お
い
て
他
の
交
通
モ
ー
ド
と
並
ぶ
も
の
と
し
て

明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
自
動
車
や
歩
行
者
等
と
の

共
存
関
係
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
、
関
係
府
省
庁
は
連
携
を
強
化
し
、
自

転
車
道
・
駐
輪
場
の
整
備
等
走
行
環
境
の
改
善
な
ど
そ
の
利
用
促
進
に

向
け
た
施
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
事
故
の
減
少
を
図
る
た
め
の
施

策
を
総
合
的
に
講
じ
る
こ
と
。

九　

交
通
の
利
用
促
進
や
物
流
の
円
滑
化
を
通
じ
た
我
が
国
の
成
長
力
の

強
化
を
図
る
た
め
、
高
速
道
路
、
鉄
道
、
港
湾
、
空
港
を
は
じ
め
と
す

る
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
料
金
や
運
賃
等
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
利
便
や
国

際
競
争
力
の
更
な
る
向
上
に
資
す
る
と
と
も
に
各
交
通
モ
ー
ド
間
の
持

続
的
な
連
携
を
可
能
と
す
る
バ
ラ
ン
ス
あ
る
水
準
と
な
る
よ
う
十
分
に

配
慮
す
る
こ
と
。

十　

二
〇
二
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
及
び
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

に
向
け
て
、
日
本
の
津
々
浦
々
ま
で
外
国
人
旅
客
が
旅
で
き
る
国
土
・

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
交
通
手
段
の
充
実
、
移
動
の
円
滑
化
、
観

光
旅
客
の
円
滑
な
往
来
の
促
進
等
を
図
る
と
と
も
に
、
万
が
一
の
大
規

模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
交
通
機
能
の
維
持
、
円
滑
な
避
難
の
確
保
等

に
万
全
を
期
す
る
こ
と
。

十
一　

交
通
に
対
す
る
基
本
的
な
需
要
の
充
足
に
当
た
っ
て
は
、高
齢
者
、

障
害
者
、
妊
産
婦
等
を
含
む
国
民
が
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む

に
当
た
り
必
要
な
移
動
、
物
資
の
円
滑
な
流
通
等
の
需
要
が
十
分
に
く

み
取
ら
れ
た
も
の
と
な
る
よ
う
最
大
限
配
慮
す
る
こ
と
。
国
民
の
交
通

に
対
す
る
基
本
的
な
需
要
が
充
足
さ
れ
、
安
全
・
安
心
・
快
適
な
移
動

が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
万
全
を
期
す
こ
と
。

十
二　

本
法
の
制
定
及
び
交
通
政
策
基
本
計
画
の
策
定
を
踏
ま
え
、
こ
れ

ま
で
の
交
通
政
策
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
法
制
や
助
成
制
度
を

含
め
、
行
政
運
用
に
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
。
ま
た
、
本
法
の
施
行
状

況
に
つ
い
て
一
定
期
間
ご
と
に
検
証
を
行
い
所
要
の
見
直
し
を
図
る
こ

と
。

　

右
決
議
す
る
。


